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⑥ audio-technica 


お買い上げありびとラございます。 

ご使用の前にこの取扱説明書を必ずお読みのラえ、正しくご使用ください。 
また、いつでちすぐ読める場所に保管しておいて<ださい。 


哀き上のを意 


本製品は安全性に充分な配慮をして設計をしていますび、使いかたを誤ると事故び起こることびあります。 
事巧を未然に防ぐために下記の巧容をおずお守0くだごい。 


A ち険 

この表示は「取り扱いを誤った場合、使用者び死こまたは重傷を負ラ可能性び切迫して 
います」を意味しています。 

A 警告 

この表示は「取り販いを誤った場を、使用者び死こまたは重傷を負ラ可能性びあ0まず」 

を意巧していまず。 

A ミち意 

この表示は「取 D 扱いを誤った場ち、使巧者び傷害を負う，または物的損害び発生する 
可能性びあります」を意味しています。 


コント□—ラーについて 


A 含告 


♦ 病院などの医療傑関、医療磯器の近くでは本製品を使用しない 
電波の影響によって機器の誤作動び発をし、事故の原因になりまず。 

♦ 本製品を自動ドアや义災巧知器などの自動制御機器の近くで使用しない 
電波び影響を及ぼし、誤動作による事故の原因となる恐れびあります。 

♦ 本製品を巧電ずる原に、付属の巧電用 USB ケーブルおよび指定の 
USB 対応 AC アダプター（別売） iU かは使用しない 
事故や义災の原因にな0ます。 

参異常に気付いた6使用しない 

異常な音、煙、臭いや発熱、損傷などびありましたら、 （ AC アダプター使用の隙はすぐに 
コンセントから抜さ）お買い上げの販売店か当社のサービスセンターに修理を依頼してくだごい。 
♦分解や改造はしない 

感電.故障や火災の原因にな D ます。 

♦ 強い衝撃をちえない 

感電、故障や火災の原因にな D ます。 

参濡れた手で軸れない 

感電やけびの原因にな0まず。 

参水をかけない 

感電、故障や火災の原因にな0ます。 


心主意 

•直射曰光の当たる場所、暖房器具の近く、高温を湿やほこりのをい場所に置かない 
故障、不具合の原因になりまず。 

参义気に近付けない 

変あ、故障の原因になります。 

参ベンジン、シンナ ー 、接点復活巧童液などは使用しない 
変あ、故障の原因になりまず。 
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使用上のを意 


参ご使用の際は、接続する機器の取扱説明書ち必ずお読みください。 

• 本製溫を使用時に万ーメモリーなどげ消失してち、当れでは一切の責任を負いません。 

• 交通機関や公共の場所では、他の人の迷惑にならないよラ音量にご注意ください。 

• 接続する際は、おず機器の音量を最小にしてください。 

参乾燥した場所では耳にピリピ U と刺激を感じることがあ D ます。これは人体や接続した機器に 
蓄積された静電気によるをのでへッドホンの故障ではあ D ません。 

• 強い衝撃を与えないで<ださい。 

♦直射日光の当たる場巧、暖房器具の近く、高湿を湿やほこ D の多い場所に置かないでください。 
また水びかからないようにしてください。 

♦本製捕は長い間使巧すると、紫が欄（特に直射曰光）や摩擦により変色ずることびありまず。 

参本製品をそのままバッグやポケットなどに入れるとコードび引っかかり、断線の原因になります。 

必ず付属のポーチに収納してください。 

♦コードは必ずフラグを持って抜さ差ししてください。コードを引っ張ると 
断線や事故の原因にな D ます。 

♦ コードをポータブル機器やコント□ーラー部などに巻き付けないでください。 

断線の原因にな D ます。 

参航空機内で電子機器び使用禁止、または機内の音楽サービスに個人のへッドホンを 
使巧することび禁止されている場合は、本製品を使用しないでくださし、。 

• 付属の航空機用変換アダプターは、航空機の搭載機材により使用でさない場をびあ0ます。 

春本製品はノイズキャンセ U ング機能び搭載されていますので、ノイズキャンセ U ング機能の 
ON と OFF で音量の差びありまず。 

参デジタルアンフを指載したポータブルオーディオなど、一部の再生機器では 
使巧でさない場合びあ D ます。 

• 付属の接続コードは，本製品凹巧には使巧しないでください。 

参本製品と接続コードを接続する隙、フラグを奥までしっかりと差し込んでください。 

フラグの接続び不充分ままで使用すると、接魄不良を起こす場合びあ0ます。 


参有線接続時に03.己 mm ステレオジャック似がの機器と接続ずる場合は、適切な変換プラグ 
アダフターをお買い巧め<ださい。 


白山が〇〇か傑器について 


本製品は 2.4GHZ 帯の周液数帯域を使用します。この周巧数帯域を使用ずる他の機器との電波干渉を 
避けるために、下記事巧をお読みのうえご使用ください。 


本製品の使用周波数帯では、 里 テレンジなどの産業-巧ぎ-医療用機器のほか工場の裂造ラインなどで使巧されて 
いる移動体識別用の構内無腺局（免許がが要）、特定か電力巧撤局（免許び不要）、およびアマチュア巧撼局（巧 
許がが要）び運用されていまず。 

1.ご读用の前に，近くで移動体識別用の構内無線局、特ちか電力無線局，およびアマチュア無線局が運用されて 
いないことを確認して < ださい。 

己本製品の使巧によ日，万一，移動体識別巧の構内無親局に巧して有害な電波干がび黄ました場合には、速やかに 
電放の送信を停止して<ださい。そのラえで当社相談窓□にご連絡いたださ，混信回避のための処置（例えば 
J てーテーシヨンの設置など）についてご相談<ださい。 

3. そのほか、移動体識別巧の特足ル電力な線局またはアマチュア無撒局に対して有害な電戚干渉が諾生した場合や. 
ご不巧な点びございましたら.当な巧該窓□までお問い合わだください。 
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C リチウムポリマー電お（巧な)について ) 

A ，己 I 険 


参付属の巧電用 USB ケープル LU がで巧電しない 
事故や火災の原因になりまず。 

♦分おや改造、 A ンダ付けはしない 
感電、故障や义がの原因になります。 

参义の中に投入しない 

破損や事故の原因になります。 


IU サイクルのお願い 

リチウムポリマー電池のリサイクルについて 


鶴 


Li-ion 


本製品に内蔵している U チウムポ U マー電池はリサイクルびでさます。 
製品を廃棄するにあたり、 U サイクルにご協力いただける場合は 
製品本体を下記宛先まで着払いにてお送 D ください。 

なお、電池を取り出したをの製品は返却いたしかねますので 
予めご了承ください。 

送0先： 

干91 5-0003 福井県越前市戸谷の呂 7- 1 
株式会社テクニカフクイサービス譯宛 
TEL : 0778 -25-6736 


( ヘッドホンについて） 



A 警告 


参自動車、バイク、自転車など、乗 D 物の運乾中は絶対に使用しないでください。 

交通事故の原因とな D ます。 

参周囲の音び聞こえないと危険な場所（踏切、駅のホーム、工事現場、車や自転車の通る道など） 
では使用しないでくだごい。 

♦本製品は密閉度び高く、が部の音び聞こえにくくなります。周囲の音び聞こえる音量で、安全を 
確かめなびらご使用ください。 

参イヤピースは幼児の手の届かない場所に巧管してください。 


A ま意 


参ちをあまり刺激しない適度な音量でご使巧ください。大音量で長時間聞くと聴力に悪影響を与える 
ことびあ0ます。 

参抓に異常を感じた場合は、すぐに使用を中止してください。 

• 分稱ゃ改造はしないでください。 

参へッドホンをちから外したときは、必ずイヤピースび本体に巧いているかご確認ください。 

イヤピースがちの中に残り取り出せない場合は、すぐに医師の診察を受けてください。 


• 本製品は日本国内専巧です。 

• 本 製品は、電波まに基づ<小電カデータ通信システムお撤局設楠として技術基準適合証日月を受けております。 

お腺局の宛許は必要あ0ません。 

参け下の斤為は、法律で票じられています。 

-巧辭や改造を巧なラ 

-本体に貼付のほ術基準適合証日月ラペルマークを含むラベル）をはがず 
• 本体の表ちについて ^ 

|2 / I FHl | この無線機は 2.4 GHz 帯を使巧し，変調ちぶとして FH-SS 変調ち式を探用し、 

I 品ロロ I 与干渉距離は 10 m 凹内でず。 

• 巧巧可能範囲 

本製品は送信側 B 山が 00 め 磯器から約 1 日 m の範囲でご使巧いただけますび、本致品と送信測 S 山が 00 化 磯器の 
間に階害物びある場含や建物の構造などによっては使用可能な距離び短くなる場合びあ D ます。 

• ほかの機器との影響 

電子レンジ’デジタルコードレス電話-無線 LAN を使用する機器’ 团 ue 化が/ 7搭載機器など、本製品と同じ 
2.4GHz 帯の電波を使巧する搭器の影暨によって音再び途切れることびあります。同様に、本製品の電波び 
これらの機器に影豐をちえる可能性びあるため、干巧しあう機器同±は誰して設置してください。 

• 白山が〇〇化通信時に情報の漏巧び発生してを、当社では一切の責任を負いません。 


S 山 etoo け 1 巧な/ \ジョンとブ□ファイル 


本製品は下記の S/ue ねがわバージョンとプ□ファイルに巧応していまず。 

■ 通信方式：日/ ue 化0化標準規格 Ver.2. 1+ EIDR 華拠 
■ 対応日山 e たの化フロファイル： 

• A 2 DP ( Advance 口 Audio Distribution Profile ) :ステレオ音質の才ーディオデータを 

送受信するためのフ□ファイル。 

• AVRCP ( Audio/Video Remote Control Profile ) :再生、停止、スキップ、音量調整など 

AV 機器を操作するためのフ□ファイル。 

• HSP(Headset Profile ) :通話/携帯電話の発着信をするためのフ□ファイル。 

• HFP ( Hands-Free Profile ) :ハンズフ U - で通話/携帯電話の発着信をするためのプロファイル。 


アクティブノイズキャン七 U ング機能にごいて 


本製品は、 へッ ドホンに內鼠されたか型マイクで周囲のお境騒音{乗り物內での騒音やエアコン 
のを調音など。まに300 Hz な下の騒音）を収音し、その逆位相音を出して騒音を巧ち消ず 
仕組みになつています。その結果、環境嵐育びほ減して聞こえます。 


※全ての騒音び消えるわけではあ D ません。 

※静かな場所や騒音の種類によっては、ノイスキサンセ I 」ング効果び感じられない場合びありまず。 
※本製品のノイズキャンセリング機能は主に300 Hz な下の騒音を低減させるため、 

それ L ソ上①周波数成分のるい騒音（電話の着信音、話し声など）に対しては 
ほとんど効果びありません。 

XNC スイッチをオンにすると「ヴー」といラ音びしますび、これはノイスキャンセリング機能の 
動作音で故障ではありません。 

※へッドホンの装着具をによっては、ノイズキャンセリング効果び得られない場合びあ D ます。 
付属のイヤピースから耳に合っているものを選び、しっかりと耳に装着するようにしてください。 
へッドホンのノイズキャンセリング用マイク内蔵部を手などで覆わないでくださし、。 
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内容巧を確認する 


巧いかた 



巧電のしかた 


巧めてご使用になる場合は、巧電を巧なってください。 

本製品は巧里して出荷してお D ますび.のめてご巧吊になる場合は必ず巧呈を巧なってか5ご巧巧ください。 

1. 本製品のキャップを外し、マイク DUS 日ジかックに付属のを電用 USB ケーブルを接続しまず。 

2. 充電用 USB ケーブルをパソコンの USB ポートに正しく接続します。*1 

3. 充電び開始されると本体の LED (青）び点滅し、その後 LED (ホ）び点丹しまず。 

充電開始から約3〜4時間で LED (ホ）び消巧し充電完了となります。* 2 

XI 正しく接病されていない場合、本体の LED (ホ）び点巧します， 

X 2 空の巧空池を巧空完了にするにゆの目まの時間です。 

前 i 回充電した巧の電池客量が巧っている場合には、居い時間で充電完了になります。 

充重中でらノイスキャンセリンブ措能を®用できますび、巧電完了までの時間び長くなりまず， 

* US 巳巧な AC アダプター（別売）でも巧里することびでをまず。 


■试阔因 ■ 


巧 空を 開始すると 



USB 

ポ-卜 



電池残■びかなくなった場合 

書告音び鳴り、約0.己秒を間隔で LED (ホ）と LED (青）び同時に点滅します。 
本体の電池び完全になくな:ると終了音び鳴り、電源げ自動的に切れます。 

LED の点滅が始まったら> 上記の方法で巧星してください。 


使用可能時間 


連続通信（音楽再を時間を含む） ：（S/ue 化0か機能およびノイズキャンセ U ング機能 ON 時）最大約8時間 
: ( Bluetooth 磯能のみ ON 時）最大約 8.5 時間 
:(ノイスキャンセ U ング機能のみ ON 時）最大巧60時間 

連続待ち受け：最大が]吕〇〇時間 
※使用条件によ D 巽な0ます。 


• i •ソ下の原因などによ口.巧軍中に異常びあると、充電が完了していな<て6 LED (ホ）がミ肖口することびあります， 

動作巧詰通度昭囲 （5*0 〜45で）から列れる場合 
■ 巧里式空;也に異常びある場合 

この場合、を3—度上記の温度お囲内で巧電を行なってください， 

それでち巧電されない場合は.当社のヴービスセンターにご巧設<ださい。 

• 巧めて巧電を行なったときや長い間怯用しないときは，巧電式電巧の持続時国が唐くなることびあります。 

何回か巧®空を経り返すと.巧巧に巧電できるようになります。 

隹巧用可能時間び届巧の半分ぐらいにお下した場合は，巧空式呈池の寿命とちえら〇ます。 

巧覃式電巧の交巧についでは.お頁い上げの賠売店.または当社のヴービスセンターにご巧誤くだでい。 

•急敎な温度変化や.直射日化、結留.の.ほこ D や電気的な衝安を思けてください， 

また駐車中の幸巧には、お巧に放 a しないで<ださい。 

•本製品とバソコンを接続中に，パソコンび省里わモードになると正しく巧呈でをません。接病を巧な5前にバソコンの設定をお記して 
ください。バソコンび省里カモー问こなってち LED (赤）は自動的に消なします。この場合は巧星をや口直してくだだい。 

隹本製品とパソコンを毎規する段は，巧馬の USB ケープルのみを巧用し.匡接径統してください。 USBA フ、 USB 延長ケーブルは 
使用しないで<ださい。 

• USB ケーブルは USB ポートの吳までフラグを持ってまっすぐ差し达んでください。 
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本製品をご使巧になる前に、下記内容巧びずべてそろつていることを確認してください。万一、巧容物に 
不足や損傷びある場合は、お買い上げの販売店または当れ相談窓□までご連箱ください。 



〇 〇の〇 
曰〇 〇拉） 


• XS ヴイズ X 2 個 
• S サイス x ^恼 
• M サイズ x ^圆 
■ L ヴイス X 2 恼 

M ヴイスは本»品にごれています， 


イヤピース （ ER - CKM 55) 


巧電用 USB ケーブル0.0 m ) 
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る部のちがと機能 


1. 本製品と機器を接続します。 

本製品は.け下の2種類の接続ち巧があ日まず。 

Bluetooth 接続の場合 

接続機器び e/ue ねがわに対応している場合.ワイヤレスで接続できます。 

「ペアI」ングを行なう」 H8 ぺージ）を参照してください。 

X充電中は Bluetooth 操能は淀用でさません。 

(充涅中でちノイズキャンセリング機能を使巧でをますび、巧涅完了までの時間び長<な0ます。） 



有線接続の場合 

巧属の接続〕ードを活用してち撼接続びでさます。また、その際にノイスキャンセリング機能を使用することびでさます。 
Bluetooth 対応機器であってを自動的に本製品の 日 luetoo 化 機能が语止し、コント□-ラー部の操作/通話ボタン， 
3D BASS エフェクト機能は操作できなくな D ます。 

※航空機内など電波穩器の使用び禁止されている場所では,巧属の接続コードを使用してくださ•い。 

※付属の接続コードを巧いて6、本製品の e/ue な日か機能び自動的に ON の状態にはなりません。 

巧び S 山 e の0化接続する場合は、付属の接続コードを巧いてか5涅源を入れなおして<ださい。 



有線接続した場合、接続機器の音量を操作してください。 


4.ノイズキャンセI」ング機能を使用する場合は、 NC スイッチを ON にしてください。 

NC スイッチが ON になると、 NC インジケーター(踰が点巧します。 

ノイスキャンセ U ング機能については、「アクティブノイズキャンセ U ング機能について」 

(-4 ページ）を参照してください。 
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ペアリングを巧な5 


Bluetooth 接続ずる機器を予め登録(ペアリング)しておく手順です。 

S / ue ねがわ機器では、接続する機器（本製品では携帯電話、スマートホンなど）を 
最巧にペア U ングしておく必要びちりまず。 

ペアリングの動作をピーフ音で確認したい場合は、 へツ ドホンを装着してください。 

※へツ ドホンの装着のしかたについては「使いかた」 （—7 ベージ）を参照してください。 

※百山 e 化0か接続する機器の取扱説明書をあ打せてお読みくだごい。 

1. 日山 e 化〇化接続する槪器び、本製品の Im 政巧にあることを醒認してください。 
本製品の電源び切れているげ態でメインスイツチを上方向へスライドさせて、 

3秒な上巧し続けてください。 LED (青）び3回点滅して電源び入ります。 

2. ペア U ングボタンを3砂な上巧し続け，ペア U ングモードにしまず。 

「ピーポポ」とビーフ音び鳴り、ペア U ングを開始します。 

ぺアリング中は LED が赤/青交互に点滅します。 



3. 执 ueto 口か接続する機器でペアリング操作を行ない、本製品を検索します。 

画面に検出した機器の一覧び表示されます。 

本製品は 「ATH- 目 T04NC」 と画面に表示されまず。 

4. 百山 e の口か接続する機器の画面に表示されている 「ATH-BT 日 4NC」 を選巧します。 

※日山 eroo 化接続する機器の画面でバスコードを要求さ n たら、「0000」と入力します。 

已丄 ED (青）びゆっくりした点滅に変わった5ペア U ング完了です。 

X複数のフ□ファイルを接続する場合は. 4〜5のペア U ング手順を複数回繰り返す必要びあ D ます。 
※一部緯器によっては、自動で日/ ue の〇か接続を行ない.巧応したフ□ファイルを読み込む機器び 
あ0ます。詰しくは接続する機器の取扱説明書をごちください。 

X己分 iU 巧にペア U ング作業を完了しなかった場合、本製品のペア U ングモードはお除されて. 

電源び切れます。この場合、ちラー度最初からペアリングを巧なってください。 

X i」t ットポタン（一13ぺージ）を押してをペア U ング情報は削除ご n ません。 

一度べアリングぞ巧なコてを、な下の場合は再度べアリングび化要でず。 

9台む上の Bluetooth 磯器をペアリングしたとき 

(本製品は最大8台までペアリング登録できます。8台ペアリング登録したあとに、新たな德器の 
ペアリング登録を行なうと、8台のペア U ングされた機器のラち，接続した日時び最ち古い機器の 
ぺアリング情報が、新たな機器の情報で上書さされをす。） 

修理をなどに、本製品のペアリング情報が消えてしまったとき 
相手測 Bluetooth 機器で本敦品の接続履歴が削除されたとき 

Bluetooth 巧応携帯電話の情報について 

曰山 e 扣 ot わ亥 r 応の携帯電話の適合1」ストについては，当社ホームページでご案内していまず。 

【PC サイト】 http://www.audio-technica.co.jp/atj/support/ 

【携帯ヴイト】 www.audio-technica.co Jp/i/ 

下 OP ページ>一般製品>製品適合リスト 


ヘッドホンが 































































































































































1 へッ ドホンを装着してください。 

2. 本製品の星源び切れている状態でメインスイッチを上ち向にスライドさせて、 

3がが上巧し続けてください。起動音び鳴り 、 LED (青）び3回点滅し電源び入 D ます。 

3. 送信側 Bluetooth 機器の取扱説明書をご参照の上‘ Bluetooth 接続操作を行なってください。 

4. 送信側 S 山が 〇〇 か機器の巧生を始めます。 S / ue の0化接続中は 、 LED (青）び点滅します。 


参本製品は電源を入れると前回接続した Bluetooth 機器に HFP または HSP で 
自動的に接続しよラとします。 

•通話をしない場合は、相手側 Bluetooth 機器を接続待ち状態にしないでください。 
また' 自動的に接続してしまった場合は A 2 DP で接続しなおしてください。 

本製品の操作ボタンを短巧しすると、手動で A 2 DP に接続することびできます。 


Bluetooth 接続で音楽を聞< 


本製品は、 S / ue ねが/7無線技術におけるコンテンツ巧雲ち式の一つ、 SCMS - T 方式に巧応していまず。 
SCMS - T 方式対応の携帯電話やワンセグなどの音楽（または音靑）を聞くことげできます。 

操作を巧なラ前に、凶下の內容をご確認ください。 

參送信刚 Bluetooth 機器の電源が入つている。 

参本製品と送信測 Bluetooth 機器のペアリングが完了している。 

♦送信測 Bluetooth 磯器びき楽ち信機能に巧なしている。 （ プ□ファイル： A 2 DPX ) 

参本製品が充電中でない。 

♦付属の接続コードを接続していない。 

※フ□ファイルについては「白山 etoo 化対応バージヨンとフロファイル」（一4ベージ）を参照してください。 


送信測 Bluetooth 機器び機器操作機能 ( Bluetooth フ□ファイル： AVRCP ) にが応している場合は' 
本製品の操作ボタンで' 送信側 Bluetooth 機器の操作びできます。 

* 送信側呂山 etoo め機器によつ口ま、操作に対応していない場合びあります。 

操作ボタンのとジを短巧しずると、苗を/-時停止 
操作ボタンのにみを長押しずると、停止 
操作ボタンの短押し-曲ぎり/長押し.早送り 
操作ボタンの W 短巧し-曲戻し/長巧し-早戻し 


操作ボタンの上下で音量を調整します。 

操作ボタンを上 （+) へ動かすと音量が大さくなり、 

下 （一) へ動かすとルさくなります。 

操作ボタンは長巧しでち調整でをまず。* * 

* 音量び最大/最ルになると r ピピッ」と警告音び鳴 D ます。 
それ喊上は大きく/ルさくなりません。 



下 


己.使用を、電源を切ります。 

送信側百/ ue 化0化機器を操作して、 S / uemo 化接続を切断しまず。 

使用後は本製品のメインスイッチを上ち向にスライドさせて、 

3砂 L ツ上押し続けてください 。 LED (ホ）び2回点滅して電源び切れます。 


⑨ 


Bluetooth 接病で觸する 


S / ue なのか機能倍載の携帯電話で通話を行なうには、凹下の内容をごお詔ください。 

♦携帯電話の Bluetooth 構能び有効になっていること。 

♦本製品と Bluetooth 対応携帯電話のペア U ングが HSP か HFP で完了していること。 

1 . 本製晶の電源び切れている状態で >^インスイ ツチを 
上方向にスライドさせて、3 抄な上押し 続けてください。 

起動音が鳴り、 LED (青）び3回点滅して電源び入ります。 

2. Bluetooth 巧応携帯電話の取扳説明書をご養照のうえ、 Bluetooth 接続操作を行なってください。 
日/ ue 化口か対応携帯電話の画面リストの中に rATH - BT 04 NCJ と表示され ます。 

HFP と HSP の両方に巧巧した Bluetooth 対広提帯電話をご使巧の場合は、 HFP で接続してください。 

※フ□ファイルについては、 rs/ue の〇め对応バージョンとフ□ファイル J (一4ベージ）を参おしてください， 


参本製品は電源を入れた後、前回接続した Bluetooth 機器に HFP または HSP で自動的に 
接続しよラとします。相手側百/ ue の0か機器び接続待ち状態であれば、自動的に HFP 
または HSP に接続します。 


操作ボタン 

上 または下へ動かして 
音量謂整します。 


※有線接続では通話することびでさません。 

※受話音量を調整するには操作ボタンを上.または下へ動かして音量を調整します。 
■ 電話を受ける 

着信びあると、へッドホンから着信音び聞こえます。 

通話ボタンを押して、電話を受けます。 

※通話ボタンを2砂 L ソ上巧し続けると着信を拒をしまず。 

■ 電話をかける 

ご使用の巧帯電話を操作して電話をかけて < ださい。 

本製品から発信音び聞こえない場合は、通話ポタンを 
2砂!; Lb 巧し続けてください。 

■電話をリダイヤルする 

ご使巧の携帯電話の待機中に、通話ボタンを 
2砂凶上長押しし、 U ダイヤルします。 

最後にかけた電話番号に発信します。 

※ご使用の携帯電話によって異なる場合びあ D ます。 

詳しくは携帯電話の取扱説明書をご参照ください。 

■ 電話を切る 

本製品の通話ボタンを巧して、通話を終了します。 



ご使用後 

送信側白山 etoo か機器を操作して、 S / U が oot わ接続を切断します。 

ご使用後は本製品のメインスイツチを上ち向に 
スライドさせて、3秒な上押し続けてください。 

LED (ホ）び2回点滅して、電源び切れます。 

音楽を再生ずる曰/ ue か0化機器（ポータプルフレーヤーや携帯電話など）を操作して. 
A 2 DP で本製品と Bluetooth 接続します。 


音楽再生中に通話ずる 


音楽再生中に通話するには、 A 2 DP だけではなく、 HFP または HSP での Bluetooth 毎続げ化要です。 

1 . ご植巧の携帯電話を HFP または HSP で Bluetooth 接続して くださし、。 

※詳しくはご使用の携帯電話の取扱説巧書をご参照ください。 

2. 音楽を再生する Bluetooth 機器を操作して、 Bluetooth 接続します。 


着信びあると音楽び一時停止し、 

本裝品のへッドホンか6着信音び聞こえます。 

1. 本製品の通話ボタンを巧して、通話を開始します。 

2. 通話び終了したら通話ボタンを巧し、電話を切ります。 
本製品び音楽再生に戻 D ます。 


音楽再生中に本聲品の通話ボタンを 
2砂しソ上長押しし.リダイヤルします。 

音楽が一時停止し' 最御こかけた電話番号に発信します。 



,操作ボタン 

上または下へ動かして 
通話ボタン 音量を調整します。 


着信びあつてをへッドホンか5着信音び聞こえないとをは、拟下の操作をしてください。 

• 再生中の音楽を存止する。 

鲁着信音び鳴ったら通話ボタンを押して，通話を開おする。 

♦黄信中または着信中に通話ボタンを2巧し U 上長巧しすると、通話機器を切 D 換えることびでさます。 

《携帯電話の機種については、 Bluetooth 巧応携帯電話の情報について (-8 ぺージ）を参照してくださし、。 
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:クト機能について 


メインスイッチで 3 D BASS エフェクト機能を ON/OFF できます。 3 D BASS エフェクト磯能は、 
SRS Labs.Inc が閲免した SRS WOW HD ™ を巧用していまず。 

※出荷時は 3 D BASS エフェク ト 機能び日 N のげ態にセッ ト されています。 

crc /»> この技術は、オーディオの再を音質を普しく改善し、裸く豊かな低音再生、 
mWHD 高域の音のおけの良さと共に迫力のある立体音場を体験して頂けまず。 

ミ•さ@ と@記号は. SRS Labs. Inc. の茵標です。 

WOW HD 巧術は， SRS Labs Inc. び6のライセンスに基づき裝品化されています。 


音楽再生中に、メインスイッチを上方向にスライドさせると、ビープ音び「ピッ」と鳴 D 、 

LED (青）び1砂似上点灯して機能び作動します。 

※エフェクトスイッチを3秒切上スライドし続けると、本製品の白山 e の〇か電源び切れます。 


メインスイッチを上方向にスライドさせると、 

ビーフ音び「ピッピッ」と2回鳴 D、LED (ホ）び1秒点なし 
3 D BASS エフェクト機能び解除されます。 


LED (ホ） 



※音楽ソースによっては、 3 D BASS エフェクトによ D 音び歪む場合びあ D ます。 

その場合は、 3 D BASS エフェクト機能を OFF にしてご使用ください。 

X 3 D BASS エフ: L クト機能は曰/ uefc のか接続時のみ有効でず。 

接続コードを使用した場合、日山が00か機能び OFF にな D ますので 3 D BASS エフェクト機能は 
操作でをなくなりまず。 


上^—►下 
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お手入れのしかた 


長くご使用いただくために各部のお手入れをお願いいたします。 

お手入れの隐は、アルコール、シンナーなど落剤類は使用しないでください。 


Q 10. ノイズキャンセリング効果び感じ6れない 

A 1. NC インジケーターをご確認ください。 NC インジケーターぴミ肖えている場ちは、 NC スイッチを ON にすると、 
ノイズキャン七 U ング搏能び ON になり、 NC インジケーターが点灯しまず。 

A 2. へッドホンを装着しなおしてください。へッドホンと耳の位置げ合っていない可能はがおりまず。 


■ コント□ーラーについて 


A 3. 周囲の騒音がキャン七リング周巧巧に合わない場合があります。 


乾いた巧で本体のちれを巧いてください。 


■へッ ドホンについて 

乾いた巧で本体の巧れをないてください。 

なお、音び出る部分（※ち図）は繊細なため、自をらないよラにしてくださし、。 
故障の原因になります。 

■ つードにつし)て 

汗などで巧れた場合は、巧用後すぐに乾いた巧で巧いてください。 

巧打たまま使用ずると、コードび劣化して固くなり、故障の原因になります。 



イヤーピースにごいて 


• イヤピースのサイズ/種類について 

イヤピースび耳にラま<装着されていないと低音び聞こえに<いことびあります。本製品は、4ヴイズの 
シリコンイヤピース XS 、 S、Ml L を付属してお D 、 お貢い上げ時は M サイズが装着されています。 

よ D よい音置で楽しんでいただくために，イヤピースのサイズを換えて.イヤピースを耳の収まりの良い 
位置に謂前して < ださい。 

• お手入れのしかた 

へッドホンからイヤピースを列し、ラすめた中せミ先剤で手洗いしてください。 

洗ををは乾いてからご使巧ください。 

• 巧換のしかた 

イヤピースをがし、新しいイヤピースを斜めか6押し当てます。（図参照） 

内側を広げるように強く巧し込み、舆までしっか D 取 D 巧けてください。 

※イヤビースび外打にくい設計にしているため、取り巧けがきつ<なっています。 



A 注意 

• イヤビースはちれび巧さやすいため、定期的に取り别しお手入れをして<ださい。汚れぴ巧いたまま使用ずると、 
イヤピースを通して本体の音び出る部分び巧れ、音質び悪<なる恐れがあ D ます。 

参イヤビースは消巧品です。保存や使巧によ D 劣化しますので.嵌合びゆるくなるなどの劣化び見られた場合は、 
お早めに巧換してください。消耗品、部品の購入につさましては、販売店または当社のサービスセンターへ 
お問い合だください。 

• 一度外したイヤピースを本体に付ける際は、確実に取 D 巧けられているかを確認してくだごい。イヤピースび 
耳の中に残ったままを置すると、けびや病気の原因になります。 


Q 11. ノイズび出る 

A 1. デジタルアンプを搭載したポータプルオーディオなど、一部の再生樓おではノイズび出る場合がありまず。 
AS . 本製品を巧用中に再生憤おを巧電ずるとノイズが国こえる場ちびちりまず。 

曰1吕."ウリング音 （ 「ピー J といラ音）び鳴る 

A 1. へッドホンと写の位置び合っていない可能性びおります。へッドホン巧窝着しなおしてください。 

Q 13. プーン、パタ K 夕といった音が聞こえる 

A 1. 近くにある携帯電話やコンピューター周辺おおのノイスを抬っている可能性びありまず。 

ノイスを発をさせる播おか6違ざけてご皮用 < ださい。 


巧電のしかた （ USB 巧応 AC アダプターを巧用する場合) 


r バソコンで充電ずる」(一6ぺージ）むかに、 USB 対応 AC アダプター AD - SU 50 已 JEA ( 別売）を 
使用して巧電ずることができます。 

1. 本製品のマイク □ USB ジャックに、付属の巧覃用 USB ケーブルを接続します。 

2. 巧電用 USB ケープルを充電アダプターの USB ジャックに接続します。*' 

3コンセントに USB 対応 AC アダフターを接続してください。 

4巧®び開始されると本体の LED (青）が 1 回点減し 、 LED (ホ）び点なします。 

巧電時間は約3〜4時間です。 

充電開始から約3〜4時間で LED (ホ）びミ肖灯し充電完了となります。 

*1 正し<接玩さ打ていなし1层合，巧はの LED (巧）が点まします。 


*2 空の巧まあ5巧里売了にするたのの目安時聞です， 

前回巧ちした巧の巧巧容 S が残つでいる巧合には.垣い時聞で巧ち亮了にな D ます。 

巧ち中でちノイスキャンセ U ングお能を度用でさますが，巧 S 完了までの時罔が長<な0ます. 


■就網 ■ 


充是を開拍すると 


USB 対応 AC アダプター （別売） 
( AD - SU 505 JEA ) 



四 

の 


AC 100 V 

コンセント 


卜磯能にごいて 


万一、本製品の操作びでをなくなってしまった場合には、これを解除するためのリセットボタンが 
設けられていまず。下記手順に従って、コント□—ラー部を側面にちるリセットボタンで本製品を 
リセットして<ださい。 

1.ち図のように細い棒などを U セットポタンに 
差し込んでください。ボタンび巧ご〇ると 
電源び切れます。 


※この操作をしてもペア U ング情報は削除さ 
れません。 



電池残置がかなくなった場合 

蓄告音び鳴り、約0.已秒)間隔で LED (ホ）と LED (青）び同時に点滅します。本体の電池び完をになくなると 
お了音び鳴り、電源び自動的に切れます。 LED の点滅び始まった5,上記の方るで充電してください。 


• 指をの USB 対応 AC アタフターむ外は使用でさません， 

• UTF の原因などによ D、 巧電中に異常びあると、巧電び完了していなくても LED (ホ）びミ肖口することびあ口ます。 

-動作な罰温度窗囲 （5C 〜4己で）からかれる場合 
-充電式重池に貢活び巧る場合 

この場合. 6ラー度上記の温度昭囲ので巧電を行なって<ださい。 

それでを巧里ごれない場合は，当れのヴービスセンターにご巧設ください。 

参初めてを否を行なったとさ、または長い間巧用しないとさは、巧亀式空池の持続時間び巧<なることびあります。 

巧回か充故里を繰り返すと，充分に充呈でをるようになります。 

• 梗用可能時閨び通常の半分ぐらいに<を下しに場合は、巧里式 S ホの寿命とちえらむます。 

巧電式電池ので巧については、お買い上げの巧责店，または当社のサービスセンターにご巧設ください。 

参急愚な温度堅化や.直射日光.お留、砂、ほこ D や軍気的な衝 g を度けてくだごい。 

また駐童中の車内には，绝巧に巧置しないで<ださい。 

参 USB ケーフルは USB ジャックの男までフラグを持ってまっすぐ差し込んでください。 ^ 
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とちコた S 


[ Q 1. 電源が入6ない 

A 1. 電ミ也巧 S は巧分でずか？一巧電してください。 

A 2. 巧至中ですか？一巧歪中は電源を入れることびでさまだん。 

A 3 .接続コードを挿入していますか？一接続コード挿入中は、 S 山 etoo か電源を入れることびできません。 

[ Q 吕.ペアリングができない/完了しない 

A 1 . 本興品と巧手測 Bluetooth おおが離れていませんか？ 

^本數品と巧手側己山6化〇化おおを im な巧に近がけて、再度ペアリングしてくだをい。 

A 2. 柏手測 Bluetooth おおは適ちお種ですか？一適さを巧詔してください。 

A 3 .プ□ファイルの設をは完了していまずか？ 

^巧手側 Bluetooth 対応お巧の取巧説明書を確認し、プ□ファイルの設定を完了させてください。 

「 Q 3. 占山が〇〇化接続ができない 

A 1 . 本留品と巧手測 S 山 etoo かお器の電源が入っていますか？-電源を入れてください。 

A 2. 巧手側 Bluetooth お器の Bluetooth な能は有効になっていますか？ 一 Bluetooth 待能を有効にしてください。 
[ Q 4. 音楽の音が出ない 

A 1 . 本裂品と巧手側 Bluetooth 樣器の電源が入っていまずか？一電源を入れてください。 

A 2. 本裝品と巧手側 S / ue 化日か樓器が A 2 DP で接病されていますか？一 A 呂 DP 接镜してください。 

A 3. 巧手側 Bluetooth 糖器び音を再をされていまずか？一音ま再生してください。 

A ん本駐品の音量びかさくありませんか？接続した樓お側の音量がかさくありませんか？ 

—音置を大きく調整してください。 


Q 5. 音楽の音が歪む、途切れる 


A 1 . 本製品や巧手測 Bluetooth 構器の近くに 2.4 GHz 帯の周玻巧を 

使用ずる電子レンジや無想などのおおはちりまだんか？一それらの巧器と强して巧用してください。 

A 2. 3 D BASS エフェクト樓能が ON になっていませんか？一音楽ソースによっては、 3 D BASS エフェクト 
により音び歪む場合びありまず。その場ちは、 3 D BASS エフェクトお能を OFF にしてください。 

A 3. 巧手側 Bluetooth 待器で複数のアフリケーションび桓動していませんぴ？一一部の携帯電話などにおいて 
本毁品を巧用ずる際、複数のアフリケーションび起動していると、音まや音青びを切れる場さびちりまず。 
A 4. 巧を測 Bluetooth 樓おと哉れて语用していませんか？ 

一巧手側旦山6れの化樓器を近付けて、軍液の届く扉囲で巧用して<ださい。 


[ Q 6. 音楽の音質が悪い 

A 1 . 本裝品と巧手測 Bluetooth おおが、 HSP ① Bluetooth 接続になっていませんか？ 
一 S 山が00化接続を A 2 DP に切り換えてくだをい。 


「07.通話巧手の舌が聞こえない（通話時) 

A 1 . 本搜品と巧手測扫山 e ね口め巧広携帯里話の蛋源び入っていまずか？—蛋源を入れてください。 
A2. 本製品と柏手脚 Bluetooth 巧おび HFP をしくは HSP で接病されていまずか？ 

一 HFP または HSP で饼 ue 化〇化接爲してくだごい。 


A 3. 相手側 Bluetooth 携帯電話の音再設をび、通話中に本裝品を使用ずる設定になっていまずか？ 

一 Bluetooth 携帯電話の音青設定で、本駐品を巧用でをるように設定してください。 

A 4. 本質品の音量がかさくありませんか？一音■を大を<調壁して<だごい。 

A 5. 接続した携帯電話の音星はかごくありませんか？一音■を大をく調整してください。 

\~ Q 8. 通信距離げ短い（通話時) 

A 1 . 本毁品ゃ柜手側 Bluetooth おおの近くに 2.4 GHz 帯の固液巧を使用している 

電モレンジや無綜などのお器はちりませんか？^それ6のおおと强して控用してください。 

A &本製品を相手側 Bluetooth おおに近巧けてご梗用ください。 

[ Q 9. 充電でをない 

A 1. 本製品とパソコンに巧電巧ヶープルびしっかりあ続されていまずか？一巧までしっかりと差し込んでくださし、。 
A 呂.パソコンの電源が入っていまずか？-►バソコンの蛋源を入れてください。 

A 3.パソコンがスリープげ態に入っていませんか？—バソコンの軍源設ををご確認ください。 

A 4. 别责の USB 姉な AC ァタフターをご使巧の場ちは、正しく接続ごれていまず占、？一接病のご確認巧ください。 
A 已.巧めて巧電、または長い間巧巧していませんでしたか？一一度 NC スイッチを OFF にしてか6 ^ 

巧電してぐださい。 n 


テクニカル デー タ 


通信仕様 

•通信ち式 
•出力 

•最大通信距醋 
■使巧固巧巧帯域 
•巧応 Bluetooth フ□ファイル 
•巧応コーディック 
♦巧応コンテンツ保養 

へッドホン部 

書型式 

•ドライバー 
•再ち圍波巧帯域 
•ノイスキャンセ U ングレベル 
•出力置圧レベル 

•インピーダンス 

♦コード長 
コント□—ラー部 
•マイク型式 
♦マイク指向性 
♦7 イク感度 
♦マイク周波数帯域 
参涅顆 

参列おブ巧（コード含まず） 

参巧用湿度範囲 

質量 

参を体日ード含む）：の33居 
•へッドホン部口ード含む）：的10呂 
参コントローラー部；的23呂 

付属品 

•巧空吊 USB ケーブル： 1.0 m 
•接続コード： 0.8 m 
•航空横巧変巧アダフター 

* 航空话の径敌活器によ D , 读用でさない場さびあ D まず.あ S かじめごで争ください， 

《このアグフターは本 g 品宙巧です。化のへッドなンには巧用しないでくだでい， 

•イヤビース： ER - CKM 5 己 ( XS . S . M . L ) 

•ポーチ 

別売 

•交換イヤビース： ER - CKM 己己 ( XS . S . M 丄） 

• USB 巧応 AC アタフター: AD - SU 505 JEA 

(改良など予告なくを呈することびあります。） 

Bluetooth ワードマークおよび □コ は ， Bluetooth SIG . Inc . の所有であり，巧式を社才ーディオテクニカは. 
ライセンスに基づさこのマークを巧巧しています。巧のトレードマークおぶびち称については. 

ここの所有者に帰属するらのとします。 


Bluetooth 涼準規格 Ver .2.1 +EDR 華処 
Bluetooth 巧準おち Power Class 2 
巧（見适しの良い状お） 

2 4 GHz 帯 (2.402 GHz ~ 2 480 GHz ) 
A 2 DP AVRCP HFP HSP 
SBC 

SCMS - T ち式 


: 011 已 mm 
: 20〜24.000 Hz 
:最大-乙日 dB 

；102 dB/mW (ノイスキャンセリング使用時） 

101日己 / mW (ノイスキャンセ U ング不使用時） 
:16 n レイスキャンセル使用睛 
1 日 n (ノイスキャンセル不使用時） 

:日 6 m ( Y 型*)*ちちの〕ードの長さび同じです。 

:エレクトレツトコンデンサー型 
:巧指向性 

: -40 dB ( IV / pa、at 1 kHz ) 

:10 〜4.000 Hz 

: DC 3.7 V リチウムポリマー充里池（巧お式） 

: W 29 mmxH 64 mmxD 27 mm 
: 5亡〜4己で 


アフタージービスについて 

本裝品をご受庭用として.巧巧説巧や接病' を意置さに従ったご巧用に 
おいて巧垣した場合.巧 IE 含記醒の巧間'規定によ0巧が修理をさはて 
いたださます。恒巧がでさない製品の場合は,巧をさせていたださます。 
お貢い上げの障の窜収置またはレシートなどは,巧証開始曰の植認のに 
めに巧証害と其に大切に巧管し、修理などの障は提示をお廣いします。 


巧巧を社 ザィテつ二わ 


〒194-日日日日東京都 町田 巧巧泪2吕〇6 
http :// www . audio - technica . co.jp 


132309830己 


おおい合わせ巧 （ 電話受付/平曰9 00 ~1 7:30) 

磬品の仕様'使いかたや修理’部品のご旧設は、お胃い上げのお店または 
当社忍□おぶ y ホームページのヴボートまでお願いします。 

♦巧設奋 □(段 おの仕诗’巧いかた） 困， 0120-773-417 
(携巧覃話’ PHS などのこ•利巧は 03-6746-0211) 

FAX : 042-739-9120 ら"(ール： suppot •饱 aud 记-阳 chnicacojD 
•ヴービスセンター(椿理郁 品） 函. 0120-887-416 
(携帯覃話 .PHS などのこザ J 巧は03-巨 746-02 1 2) 

FAX : 042-739-9120 E プール： servicecente 階刖日 io-technicaC 日 ip 

•ホームページ（ヴポート） 

WWW au 日 io-te 己 hnica'co ] 日 /atj/su 日口 ort/ 

































































本紙は、 Bluetooth 機能の使用時における動作状態の一覧表になります。 

本製品のコント□ーラー部の LED 点滅' 点な表示により動作状態の確認をずることびでさまず。 
去ノイズキャンセ I 」ング機能の LE □表示につをましては、取扱説明書（一4ページ）を参照してくださし、。 





































